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１．はじめに  

 現在、JH が建設中の近畿自動車道尾鷲勢和線（三重県大台町付近）は、中央構造線の南側に位置し三波川

結晶片岩類が分布する。今回対象とする黒色片岩は、結晶片岩の一つであり広域変成作用により片理が発達し

剥離性の高い特性を有しており、室内での突固め試験に比較し現地施工での密度比（最大乾燥密度と締固め時

の乾燥密度との比）が増加し難い材料であることを別報 1)で報告した。筆者らは、黒色片岩を用いた盛土の沈

下特性、および今後の盛土性能規定化への基礎資料を得ることを目的として、一次元圧縮試験を実施した。 

 本報告は、一次元圧縮試験のうち、クリープ沈下について取りま

とめたものである。 

２．試験概要  

 黒色片岩の水浸沈下特性を把握するため、図―１に示すフローで

調査を実施した。また、黒色片岩の物理性状、突固め試験および一

次元圧縮試験の詳細については、報文（その 1）2)に示すとおりであ

り、上述した JH 土工工事現場内の試料を用いることとした。  

（１）突固め試験：JIS A 1210 1999の E 法（路床相当）に基づき実

施する。 

（２）一次元圧縮試験：突固め試験結果をもとに密

度比（Dc）が 100～80％になるように突固め条件を

変化させた。突固め時の含水比状態は、現地発生の

黒色片岩がかなり乾燥側であることから、自然含水

比（wn＝3％程度）で供試体を作製する。載荷条件

は、盛土高さ 60ｍ程度までを想定し、荷重段階を 40

～1280kN/m2の範囲で 6 段階とした。また、密度比、

載荷荷重および含水比状態の差異による水浸沈下特

性を把握するため、「非水浸」と「全水浸」状態のも

のを用いた。  

３．試験結果  

（１）供試体作製結果：図― 2 に突固め試験結果お

よび各密度比での非水浸、全水浸における荷重載荷前の供試体乾燥密度と含水状態を示す。全水浸の場合、

ｗn で突固めた不飽和状態の供試体は、載荷前の水浸により含水比が 3％から 8.7～16％へと高くなり、密度

比が高い場合乾燥密度がやや低下している。これは、突固め時の細粒化により比表面積が増大した影響と考

えられる。（細粒分含有率が Dc90 では 13％程度、Dc95 では 20％程度、Dc100 では 30％程度）  
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　　－　凡　　例　－
 ○：非水浸試料
 ×：全水浸用試験前
 ●：全水浸用水浸後

ρs＝2.72　Sr=100　Va=0

図－２　水浸による供試体の状況
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　　  図－1　調査の流れ図
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（２）盛土のクリープ沈下量の予測：締固め

た粗粒土の一次元載荷における圧縮ひずみと

時間の関係は、一般的に(1)式によって表され、

図―3 の模式図に示す傾向にある。式中のε i

およびβは、土の種類、密度、含水比、荷重

強さなどにより決まる定数である。βlogｔは、

時間の経過とともにひずみが増加することを

意味しており、盛土完成後に盛土構造物の変

形を抑制する上でβ値が重要となる。  

 図―4 は、「非水浸」の各密度比における上

載圧力とクリープ沈下係数βとの関係を示し

ており、盛土構築後の圧縮沈下を検討するた

めに、Dc90 におけるβ～σv の関係から 40

ｋN/㎡（盛土厚２m相当）毎にβを設定した。

さらに、２ｍ毎に分割した上載圧力に対応し

たクリープ沈下係数βを用いて、層厚毎のク

リープ沈下量を算定した。次に、盛土高 30ｍ

及び 60ｍについて２ｍ毎にクリープ沈下量

を足し合わせて、時間 t あたりのクリープ沈

下量を求めた。  

 上述した（1）式に基づき、Dc90 における

「非水浸」と「全水浸」の時間経過（１～100

年後）とクリープ沈下量の関係を求めると、

図―5 に示すようになる。沈下の大部分は、

盛土構築後 1 年以内に収まり、その後のクリープ沈下量

は小さくなる事がわかる。これらより、盛土の品質管理

基準は Dc≧90％の管理値で妥当と判断される。 

４．まとめ  

一次元圧縮試験の結果から、黒色片岩を用いた盛土の

クリープ沈下を低減させるためには、密度比（Dc）を 90％

以上確保する必要がある。また、Dc90 以上の管理であれ

ば、盛土高さが 60ｍ程度の場合でも、実用上差し支えな

いと考えられる。しかし、現地施工で高盛土を行う場合

は、最適含水比付近への含水調整および十分な破砕転圧

などを実施し、現地での沈下量等の動態観測を行いながら、現地施工による検証を行う必要がある。  

謝辞 現地調査、試料採取にあたっては、JH 松坂（工）の協力を頂いた。また、試験にあたっては、川崎

地質㈱技師長三嶋信雄氏に有益なご助言を頂いた。記して謝意を表す次第である。  
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図－５　時間～クリープ沈下曲線（Dc90）
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図－４　上載圧力とクリープ沈下係数の関係
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